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図表1



				図表1　ヒアリング記録一覧



				企業 キギョウ		対応者 タイオウシャ		主な質問項目 オモ シツモン コウモク		年月日 ネン ツキ ヒ

				情報通信業J社 ジョウホウツウシン ギョウ シャ		・A氏（コーポレート統括本部　人事本部　人事企画部　グループリーダー）
・B氏（J社労働組合　中央執行委員長）		生成AIの導入目的、活用実態、スキルの変化、研修など		reserved-45853x1F

						・B氏（産業別労働組合）
・C氏（J社労働組合　事務局長）		生成AIに対する労使の対応など セイセイ タイ ロウシ タイオウ		reserved-45950x1F

				製造業K社 セイゾウ ギョウ シャ		・A氏（開発本部　IT室　室長）
・B氏（K労働組合　執行委員長）
・C氏（K労働組合　副執行委員長）		生成AIの導入目的、活用実態、スキルの変化、研修など		reserved-45825x1F

						・B氏（K労働組合　執行委員長）
・D氏（K労働組合　書記次長）		生成AIに対する労使の対応など		reserved-45965x1F

				注：所属・肩書きは調査時点のものである。
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				図表2　調査企業の従業員規模・労働組合の有無 ズヒョウ チョウサ キギョウ ジュウギョウイン キボ ロウドウクミアイ ウム





				企業 キギョウ		従業員規模 ジュウギョウイン キボ		労働組合 ロウドウ クミアイ

				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		5,000人以上(連結)		有り

				製造業K社 セイゾウギョウ シャ		5,000人以上(連結)		有り

				出所：ヒアリング調査より筆者作成。 シュッショ チョウサ ヒッシャ サクセイ









図表3

				図表3　生成AIの導入時期・種類・使用範囲・機能 ズヒョウ セイセイ ドウニュウ ジキ シュルイ シヨウ ハンイ キノウ





				企業 キギョウ		導入時期 ドウニュウ ジキ		種類 シュルイ		使用範囲 シヨウ ハンイ		機能 キノウ

				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		45047		ChatGPT Enterprise		全従業員		文章・画像・音声・動画などで入力された質問・指示に対して回答する。 ブンショウ

						45627		コーポレートチャット(仮称)		コーポレート統括本部		社内従業員からの問い合わせに回答する。回答できなければ担当者につなぐ。 カイトウ カイトウ タントウシャ

				製造業K社 セイゾウギョウ シャ		2023年 ネン		K社生成AI(仮称) シャ セイセイ カショウ		全従業員		文章で入力された質問・指示に対して回答する。 ブンショウ

						2025年 ネン		ChatGPT Enterprise		特定の諸部門 トクテイ ショ ブモン		文章・画像・音声・動画などで入力された質問・指示に対して回答する。 ブンショウ シツモン シジ タイ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ
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				図表4　J社ソフトエンジニアのChatGPT活用イメージ ズヒョウ シャ カツヨウ





				ChatGPT



						あなたはプログラミングのプロフェッショナルです。
・○○というエラーが発生しました。
・考えられる原因を提示してください。
・解決方法も提案してください。

※不具合が発生したプログラミングコードを貼り付ける ハッセイ テイアン フグアイ ハッセイ ハ ツ



				【回答】 カイトウ

				考えられる原因と解決方法をご提案します。

原因：
1．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

解決方法：
1．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ カンガ ゲンイン カイケツ ホウホウ テイアン ゲンイン

				注）グレーの網掛けはプログラミング担当者の入力部分である。黒の太字はChat GPTのアウトプットである。 チュウ アミカ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ
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				図表5　AI技術の倫理的活用原則・方針 ズヒョウ ギジュツ リンリテキ カツヨウ ゲンソク ホウシン





				企業 キギョウ		策定時期 サクテイ ジキ		名称 メイショウ		原則・方針の内容 ゲンソク ホウシン ナイヨウ

				情報通信業J社 ジョウホウ ツウシンギョウ シャ		44409		AI開発・利用原則		「人間の尊重」「適正な利用」「制御可能性・人間の判断」「安全性」「プライバシー」「公平性」「透明性」「説明責任」「連携」

				製造業K社 セイゾウ ギョウ シャ		2024年 ネン		倫理方針 リンリ ホウシン		「法令遵守」「公正性・公平性の確保」「プライバシーの保護」「透明性・説明性の追求」「人材育成」 ホウレイ ジュンシュ コウセイセイ コウヘイセイ カクホ ホゴ トウメイセイ セツメイ セイ ツイキュウ ジンザイ イクセイ

				出所：ヒアリング記録より筆者作成。 シュッショ キロク ヒッシャ サクセイ
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